
凶
II 'J 

第 t与
－ーーーー‘

部
も

中
---

rA 

ま】
。

国

� 
一

人
え
。

司ニ

i=' J 

＼ノ

--

(『第一章　最近の情勢(『中国総覧-1990.07



J目
、ぃ
・4

第

編

政
／ 

第
一

章

最
近
の
情
勢

第
一
節

組
紫
陽
路
線
の
後
退
と

李
鵬
体
制
の
強
化

治

一
九
八
七
年一
月の
胡
縫
邦総轡記失墜以
来 、

い
わ
ゆ
る
「
改
革」
と
「
開
放」
の
基
調に
大
き

な
痕
跡
を
援し
て
きた
中
国
政治の
動
向には 、

一
九
八
八
年に
入っ
て
か
ら
も
多くの
矛
盾と
亀

裂が
存
在
した。
すな
わ
ち、
八
七
年
秋の
中
国

共
産
党第一
三
回
大
会
で
飽
紫
陽
総
書
記
を
最
高

指
導
者と
す
る
新
しい
「
改革」・「
開
放」
体
制

が
成
立
し、
い
わ
ゆ
る
「
社

会主義初級段堅調」

政第一編

治や
「
沿
海
地
区
経
済
発
展
戦
略」
を
基
本
政
策と

す
る
方
向が
打ち
出
さ
れ
た
に
もか
か
わ
ら
ず 、

李
制
党
政治
局
常
務
餐
員が
国
務
院
総
理
代
行に

就
任した
八
七
年一一
月
末あた
りか
ら、
は
や

く
も一
三
回
大
会
路
線
を修
正
し
よ
うと
す
る
保

守
的
潮
流が
目
立っ
て
き
た。

こ
う
したな
か
で
一
九
八
八
年三
月下
旬か
ら

四
月上
旬に
か
け
て 、
第
七
期全
国
人
民
代
表
大

会第一
回
会
議が
北
京で
開
催され
た。
同
会
議

冒
頭
での
李
則
総
理
代
行の
政
府
活
動
報
告は 、

全
般
的に
引
き
締め
基
調の
も
の
で
あ
り 、
「
沿

海
地
区経
済
発
展
戦
略」
の
優
先
順
位
を
低め 、

「
改
革」
と
「
開
放」
の
抑
制
を
志
向
し
よ
う
と

す
る
もの
で
あっ
た。

同
会
議
で
は 、
国
家主
席に
楊
尚
昆
党
中
央
軍

事
委
副
主
席 、
同
副
主
席に
王
震・
前
党
中
央
顧

問
委
副
主
任 、
全
人
代
常
務
委
員
長に
万
里
副
総

理
を
選
任
し、
国
家
中
央
軍
事
委主
席に
は
卸
小

平
党
中
央
軍
事
委
主
席
を
再選して
国
家の
新
人

事
を
決
定
し、
国
務
院
総理には
李鵬総理
岱
ぺ

副
総
理に
は
銚
依
林 、
回
紀
需に
加え
て
呉
学鎌

外
交
部
長
を
新
任
し、
外
交
部
長に
は
銭
其
深
外

交部
副
部
長 、
国
防
部
長に
は
楽
基
伶
党
中
央
政

治
局
員
を
選ん
で
新
政
府の
人
事
を
決
定
した。
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こ
う
し
て
中
国
政
治の
体
制は 、
総
じて
保
守

派 、
原
則
派の
色
彩がつ
よい
もの
とな
り 、
中

ソ
関
係の
改
善に
伴っ
て、
李
鵬
総
理や
銭
其
深

外
交
部
長らソ
連
留
学組の
台
頭
も
目立ち、
趨

紫
陽
指
導
下の
中
国
共
産
党
中央の
体
制との
調

登が
む
ずか
しい
か
た
ち
となっ
てい
た。

こ
う
したな
か
で 、
「
改
革」
と
「
開
欽」
の

急
ぎ
す
ぎ
と
過
熱
化が 、
中
国
社
会 、
その
経
済

に
さ
ま
ざ
まな
ひ
ず
み
を
もた
ら
し、
と
くに
イ

ン
フ
レ
は
深
刻
化し
ていっ
た。
一
九
八
八
年九

月三
OB
に
発
表
さ
れ
た
中
国
共
産
党第
＝二
期

中
央
委
員
会第
三
回
全
体
会
議
（一
三
期三
中
全

会）
のコ
ミュ
ニ
ケ
は 、
来
年と
再来
年の
二
年

間
を
経
済
環
境と
経
済
秩
序の
「
調
整」
に
置く

と
し、
「
社
会の
全
般
的
需
要
を
圧
縮
し 、
イ
ン

フ
レ
を
抑
制す
る」
こ
と
に
主
眼
を
置くこ
と
を

強
調
し
て、
阜く
も一
三
回
党
大
会
路
線か
らの

転
換
をは
かっ
たの
で
あ
る。
こ
の
こ
と
は 、
改

革
派の
趨
紫
陽
路
線の
後
退と
原
則
派の
李
附
体

制の
強
化
を
意
味し
てい
た
とい
え
よ
う。

第
二
節

民
主
化
運
動
の
前
景

こ
の
よ
うな
状
況に
加え
て、
「
開
放」
政
策

治
る
を
得な
い。，

こ
の
よ
うな
中で 、
学
生や
知
識
人
た
ち
が
民

主
化逮
動に
立
ち
上が
る
状
況は
成
熟
し
ていっ

た。そ
し
て、
こ
の
際の
社
会
的
背
景と
し
て
借
鏑

しな
け
れ
ばな
らな
い
こ
と
は 、
民
主
化の
学
湖

（
学生
運
動の
潮）
が
盛
り
上
が
る
以
前に
中
国

知
識
人
た
ち
が
政
治
改
革
を
求め
て、
一
九
八
九

年一
月か
ら
かな
り
大
きな
運
動
を
起こ
し
てい

た
こ
と
で
あ
る。
すな
わ
ち、
方
励之 、
蘇
紹
智

（
前
中
国
社
会
科
学
院7
ル
ク
ス・
レ
lニ
ン
主

義 、
毛
沢
東
思
怨
研
究
所
長） 、
陳
寧
（
一
九
八

九
年
春に
米
国へ
追
欽
さ
れ
た
反
体
制
作家）
ら

の
中
国知
識
人
は 、
軸蝿
京
生らの
政
治
犯の
釈
放

要
求な
ど 、
民
主
と
人
権
を
求め
る
運
動
を
展
開

しは
じめ
てい
て、
一
九八
九
年三
月ま
で
に 、

一
O
O人
以
上が
公
開
書
簡に
署
名し
てい
た。

そ
れ
に
続い
て、
さ
ま
ざ
まな
レベ
ル
の
公
開

曾
簡が
発せ
ら
れ
てい
たの
で
あ
り 、
今
回の
民

主
化
運
動の
ヒ
ーロ
ー

の
一
人
で
も
あっ
た
『
光

明日
報」
記
者の
舷
晴
女
史ら、
文
化
界
四
三
人

の
公
開
轡
簡が
三
月
中旬に
発
表
さ
れ、
さ
ら
に

銭
臨
照 、
許
良
英ら
科
学界
四二
人の
公
開
舎
簡

が
発せ
ら
れ、
そ
れ
に
先
立つ
二
月に
は 、
有
名
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民
よっ
て
社
会のモ
ピ
リ
ティ
が
急
述に
地
大
し

た
た
め
に 、
礁
を
探し
富
を
もと
め
ての
一
般
庶

民の
大
屋
移
動が
始まっ
た。
一
九八
九
年二
月

初旬の
春
節
（
旧
正
月）
直
後に
は 、
数
百
万人

の
農
民が
大
都
市に
流
入
し 、
と
くに
広
州
市へ

は 、
『ニ
ュ
ーヨ
ー
ク・
タ
イム
ズ』
のニ
コ
ラ

ス・
ク
リス
ト
フ
記
者の
g
怒
（『ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク・
タ
イム
ズ』
一
九八
九
年三
月
七
日
付）
に

よ
る
と 、
ピ
ー
ク
時に
は
一
日一
O
万人 、
旧
正

月の
期
間に
合
計二
百
数
十
万人が
四
川
省 、
湖

南
省な
どか
ら
流
入し
てパ
ニ
ッ
ク
状
態になっ

た。
こ
こ
に
も
見ら
れ
る
よ
うに 、
中
国で
は
毎

日 、
数
千
万人の
人口
が
移
動し
てい
た。
しか

し、
鉄
道の
愉
送
能
力や
交
通
通
信
網は
依
然と

し
て
旧
態の
ま
ま
で
あ
る
た
め
に 、
中
国で
は
あ

ら
ゆ
る
鎗
送
機
関が
混
乱の
極に
達
し
てい
た。

こ
の
よ
うな
時
期に 、
一
九
八
九
年三
月
下
旬

か
ら
四
月上
旬に
か
け
て、
第
七
期
金
人
代第
三

回
会
議が
沼
袋さ
れ、
経
済の
調
墜
と
整
頓とい

う
名の
引き
締め
を、
一
九八
八
年
秋の
中
共一

三
期三
中
全
会に
お
け
る二
年
間の
引き
締め
政

策
を
上
回
り 、
今
後
数
年
間
も
しく
は
そ
れ
以
上

に
わたっ
て

継続するこ
とが 、

李m総理の
リー

ダ
ーシ
ッ
プ
の
もと
に
決
定
されたの
で
あっ
た。

な
女
流
作家で
あ
る
謝
休
心
ら
北
京
文
化
人
三
三

人の
公
開
世
間も
発せ
ら
れ
てい
た。
つ
ま
り 、

民
主
化と
政
治
改
革
を
求め
る知
識人の
速
動が 、

学
生た
ちの
今
回の
運
動に
先
駆け
て
存
在
し
て

い
たの
で
あ
る。
こ
の
よ
うに
同盟
国
四
O
周
年と

五・
四
運
動
七
O
周
年 、
さ
らに
は
フ
ラン
ス
革

命二
O
O
周
年
を
記
念し
て、
人
権や
民
主
を
求

め
る
中
国知
滋
人の
政
治
改
革へ
の
動
きが
さ
ま

ざ
まな
公
開
書
簡に
よっ
て
始まっ
てい
たの
で

あ
る。こ

れ
に
対
し
て
中
国
共
産
党
中
央は 、
経
済の

引き
締め
を
断
行
し
よ
うと
し、
もっ
ぱ
ら
そ
う

した
強
圧
策
を
と
る一
方で 、
一
連の
民
主
化
運

動
を
批
判
す
る
通
達
を
次々
に
発
し
て
い
た。

「
民
主
化
を
求め
る知
識
人の
動
き
は 、

西
側ブ

ル
ジョ
ア
国
家へ
の
傾
倒で
あ
り 、

西
側の
織
会

制
度や
政
治
制
度に
賛
成す
る
もの
で
あっ
て、

絶
対に
許
容
す
るこ
とが
で
きな
い」
とい
う
遜

速が 、
た
と
え
ば
一
九
八
九
年一
月に
中
国
共
産

党
宣
伝
部か
ら、
き
わ
め
て
軍
要な
意
味
を
もっ

極
協の
「
中
共
中
央
文
件」
と
し
て
発せ
ら
れ
て

い
る。そ

れ
に
よ
る
と 、
こ
う
した
一
連の
動
きに
対

して
党は
断
固
と
し
て
「
形
鈴
教
育」
各
自
微

こ
れ
で
は
「
改革」
と

詞欽」
の
政策に
よっ

て
経
済
も
混
乱し、
生
活
も
ま
す
ま
す
苦しく 、

先
行きに
希
盟
がな
い
上
に 、
さ
らに
大
変
厳し

い
締めつ
けが
行わ
れ
る
とい
う
危
機
感が
中
国

の
学
生や
知
識
人の
問に
一
斉に
生
じ
てい
た
こ

とこ
そ 、
や
が
て
激
発
した
中
国
民
主
化
運
動の

背
景と
し
て
忘れ
るこ
との
で
きな
い
問
題
点で

あっ
た。

そ
う
した
中で 、
も
う一つ
の
深
刻な
問題は 、

共
産
党
幹
部の
特権の
行
使 、
特に一
部
幹
部の

子
弟の
特
権の
行
使ゃ 、
い
わ
ゆ
る
「
官
倒」
と

い
わ
れ
る
官
僚ブロ
ー

カ
ー

の
横
行 、
そ
し
て
党

官
僚が
「
改
革」
と
「
開
放」
の
政
策の
中で
生

ま
れ
て
き
た
企
業 、
つ
ま
り
さ
ま
ざ
まな
新
興の

公
司と
癒
着し
て
私
利
を
得
る
とい
う
現
象が
広

範に
目
立っ
て
き
てい
た
こ
と
で
あ
る。

そ
れ
は 、
高
級
幹
部
子
弟の
特
権
行
為と
と
ら

え
るこ
と
も
で
き
る
し、
「
太
子
党」（
高
級
幹
部

の
二
世
集
団）
の
存
在
と
呼ぶこ
と
もで
きよ
う。

一
九
八
九
年四
月 、
北
京
大
学に
貼
り
出
さ
れ
た

「
試
み
に
見よ 、
今
日の
国
家
は 、
結
局だ
れ
の

家の
天
下な
の
か
？」
と
題
す
る「中国名人
録」

を
綴っ
た
墜
新
聞に
よっ
て
も
明らかな
よ
うに 、．

その
実
態は
き
わ
め
て
ひ
どい
もの
だ
と
言わ
ざ

た ら し。 な 、
け 西れ倒lj
＇� �� Z れ
忌 2
U宝
ミ 集
�！ 
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第
三
節

胡
耀
邦
の
死
と
民
主
化
運
動

こ
の
よ
うな
と
き 、
胡
耀
邦
前
総
書
記が
一
九

八
九
年四
月一
五
日に
亡くなっ
た。
胡
縫
邦の

死
は 、
伝え
ら
れ
る
とこ
ろに
よ
る
と 、
四
月八

日の
政
治
局に
おい
て
深
刻な

論争を
した
結果、

興
奮の
あ
ま
り
卒
倒したの
だ
とい
う。
だ
と
す

れ
ば 、
そ
れ
は
ま
さに
中
国
特
有の
「
気
死」
だ

と
い
えな
く
もな
い
が 、
胡
胡地
邦は
趨
紫
陽と
も

論
争し、
あ
るい
は
李
鵬 、
銚
依
林 、
楊
尚
昆ら

の
中
央
政
治
局
常
務
委
員
を
相
手に 、
当
面の
重

要
問
題は 、
中
国
共
産
党の
党
風
問
題で
あ
る 、

党
風
が
乱れ
きっ
てい
る 、
その
綬
源は
党
中
央

に
あ
る
と
強く
批
判し、
興
奮の
あ
ま
り
倒れ
て

し
まっ
た
ら
しい。

その
胡
縄
邦の
死に
対
し
て、
党
中
央は
き
わ

め
て
冷た
い
態
度
を
とっ
た。
ま
ず
四
月一
五日

の
胡
総
邦の
死に
際し
て
は 、
当
時 、
李
鵬
総
理

は
竹
下
総
理との
日
中
首
脳
会
談の
た
め
に
来
日

中で
あっ
た
が 、
胡
純
邦の
死
を
冷た
く
あ
し
ら
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ぃ 、
完
全に
過
去の
人
物の
死と
し
て
対
処
し
よ

うと
してい
た。
その
こ
と
も
学
生た
ち
を
大い

に
刺
激
し、
胡
組
邦
追
悼の
波が
高
まっ
た
一
つ

の
原
因で
あっ
た
と
い
え
よ
う 。
学
生
た
ち
は 、

「
死ぬべ
き
人が
死な
ず 、
死ぬ
べ
き
で
な
い
人

が
死
ん
だ」
と
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
縄
げ
た
り 、

「
鄭
小
平は
八
四
歳で
健
全な
の
に
胡
纏
邦
は
七

三
歳で
死ん
だ 。
老
人が
い
つ
まで
も
君
臨して

い
るの
は
許せな
い」
との
壁
新
聞
を
貼
りだ
し

た
りしたの
で
あ
る 。

胡
組
邦
追
悼の
動
きは 、
や
が
て
同
年四
月一

八
日 、
政
法
大
学
生に
よ
る
人
民
英雄
記
念
碑へ

の
胡
織
邦
追
偉
献
花に
触発さ
れ
た
北
京
大
学
学

生三
O
O
O人の
立
ち
上
が
りとな
り 、
彼ら
は

一
八
日
未
明に
初め
て
天
安
門広
喝に
デモ
をか

け
た。
そ
し
て
翌一
九
日の
夜か
ら
二
O日
未
明

に
か
け
て 、
学
生た
ち
は 、
中
国
要
人が
住ん
で

い
る
中
南
海の
新
華
門へ
嗣押しか
け、
官
官思と
衝

突
（四・
ニ
O
血
案）
した
こ
と
に
よっ
て 、
運

動は一
等に
盛
り上
がっ
て
いっ
た。
「
郷
小
平

は
引
退せ
よ」
と
彼ら
は
要
求
し、
新
華
門の
前

で
武
装
警
察
部
隊と
も
み
あっ
たの
で
あ
る 。

次い
で
四
月二
二
日 、
胡
繕
邦の
追
悼
大
会

（
葬
儀）
が
人
民
大
会
堂
で
行
わ
れ
た。
こ
の
追

悼
大
会に
は
邸
小
平ら
中
国
首
脳
四
O
O
O人が

参列
した
と
朗報ぜ
ら
れ
た
が 、
学
生た
ちの
期
待

してい
た
胡
纏
邦の
名
答
回
復はつ
い
にな
さ
れ

ず 、
弔
辞
を
読ん
だ
趨
紫
陥
総
書記
も 、
重
要な

点につ
い
て
は
明確な
評
価
を
行わな
かっ
た。

学
生た
ち
が 、
飽
紫
陽に
失
望
し
た
の
は
言
う
ま

で
もな
い 。
そ
もそ
も
飽
紫
陽は 、
胡
耀
邦
失
墜

の
と
きに
邸
小
平に
加
担し、
自ら
その
後釜
に

なっ
た
存
在で
あ
るだ
けに 、
こ
こ
に
も
組
終
鴎

の
政
治
的
限
界が
あっ
た
とい
わ
ね
ばな
らな
い

だ
ろ
う 。

こ
うした
状況の
中で 、
追
悼
大
会が
行わ
れ

た
四
月二
二
日 、
今
回の
民
主
化
運
動の
中
核と

なっ
た
学
生の
自
主
組
織
「
北

京市高校（大
学）

学生
自
治
聯
合
会」
（高
自
聯）
が
天
安
門
広
湯

で
創
立
され 、
学
生た
ちの
民
主
化
要
求は
さ
ら

に
高
まっ
ていっ
た。
こ
の
間 、
学
生た
ち
は
さ

ま
ざ
まな
形で
九
項
目
要
求 、
五
項
目
要
求、
七

項
目
要
求な
ど
を
渇げた
の
で
あ
る
が 、
そ
れ
ら

は
い
ずれ
も
胡
絹
邦の
再
評
価・
名
管
回
復や
言

論・
報
道の
自
由
を
求め
た
り 、
さ
ま
ぎ
まな
民

主
化
借
置を
求め
た
冷怖かつ
真鯵な
運動で
あっ

た。
学
生た
ちの
中に
は 、
「
公
有
制
を
や
め
て

私
有
制に
せ
よ」
と
か 、
「
共
産
党の
一
党
独
裁

に
反
対」 、
さ
ら
に
は
「
共
産
党
打
倒」
な
ど
の

スロ
ー

ガ
ン
を
叫ぷ
者
も
見ら
れ
た
が 、
そ
の
多

くは
卸
小
平の
引
退
を
求め
た
もの 、
さ
ら
に
は

「
人
治」
に
代わっ
て
「
法
治」
を
求め
た
もの

で
あっ
た。

こ
う
して
民
主
化
要
求の
運
動は
急
速に
盛
り

上がっ
ていっ
た
が 、
こ
れ
に
対
し
て
四
月二
五

日
午
前 、
郡
小
平は
党
中
央の
重
要
会
議
（政
治

局
常
務
委・
鉱
大
政
治
局会
滋〉
に
お
い
て 、
本宇

”と
楊
尚
昆か
ら
報
告
を
受けたの
ち、
今回の

運
動は
「
通
常の
学
生
運
動で
はな
く
動
乱で
あ

る」
「
学
生が
騒い
でい
る
が 、
わ
れ
わ
れ
に
は

三
O
O
万人の
箪が
あ
る 。
な
に
を恐れ
るの
か 。

流
血だっ
て
恐れ
るな」
（
中
国
人
民
大
学の
壁

新
聞）
と
発
言、
極め
て
強い
姿
勢で
今
回の
デ

モ
に
対
処
す
る
よ
う
呼び
働け
たの
で
あ
る 。
そ

して 、
胡
純
邦の
罪
状に
ふ
れ 、
胡
耀
邦
が
「ブ

ル
ジョ
ア
自由
化」
に
反
対せ
ず 、
民主
化
要
求

に
加
但
した
た
め
に
事
態が
こ
んな
ふ
うになっ

た
と
語
り 、
ポ
ー
ラン
ド

情
勢やソ
巡の
グル
ジ

ア
の
民
衆
反
乱に
触れ
て 、
「
議
歩は一
一層の
譲

歩につ
な
が
る」
と
し
て
「
動
乱」
を
断
固
押さ

え
よ
と
叱
略
した
綴
憾
で
あ
る 。

しか
も 、
こ
の
節
小
平の
重
要
講
話は 、
越
紫

A
陽が
回
忌コ一「日か一り一一
♂日
まで
北
朝
鮮
を
訪

『
聞し
てい
て 、
北
京にい
ない
留
守に
行わ
れ
た

もの
で
あっ ．た。

－Z
J
’

：
こ
こ
までが
民
主
化
運
動の
第
一
段
階だっ
た

と
言っ
て
よい
で
あ
ろ
う 。

ノ

第
四
節

運
動
の
高
揖
と
党
内
闘
争

治

四
月二
五
日の
郡
小
平
重

要講話に怠づい
て 、

翌二
六
日の
『
人
民
日
報』
は 、
「
旗
印
を
鮮
明

に
して
動
乱に
反
対せ
よ」
と
題
す
る
強
硬な
社

説
を
掲げた。
今
回の
学
生
運
動
を
非
合
法組
織

の
計
画的な
陰
謀に
よ
る
「
動
乱」
だ
と
して
徹

底
的に
仰圧
す
る
姿
勢
を
示
したの
で
あ
る 。
こ

の
『
人
民
日
報』
の「
動
乱」
規
定は
学
生た
ち

を
大い
に
刺
激
し、
二
七
日に
は一
O
万人
規
模

の
デモ
が
天
安
門広
織で
繰
り
広
げ
ら
れ 、
「
動

乱」
認
定の
取
り
消し
を
求めて
立ち
上がっ
た。

こ
の
四
月二
六日か
ら、
五
月中旬のゴ
ルバ
チョ

フ
訪
中まで
を
民
主
化
運
動の
第
二
段
階と
して

よ
い
と
思
う 。

こ
の
第
二
段
階に
おい
て
学
生たち
は 、
五
月

四
日の
五・
四
速
動
七
O
周
年記
念日が
近い
こ

と
を
当
然
意
識
しは
じめ
てい
た。
そ
し
て 、
五
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，
月四
日に
は 、
た
また
まア
ジ
ア
開
発
銀
行
（
A

D
B）
の

年次総会が
北
京で
開
幕
したの
で
あ

る 。
し
か
も 、
今
回の
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
総
会に

は 、
国
民
政
府の
台北
遷
都 、
つ
ま
り
中
懇人
民

共
和
国
建
国
四
O
周
年に
し
て
初め
て
台
湾の
中

華
民
国
政
府
代
表が
多
数
参
加してい
た。
今日

の
李登
輝
体
制
下に
おい
て 、
国
民
党
中
央
常
務

委
員
兼
財
政
部
長
（大
蔵
大
臣）
を
努め
る
才
媛

の
郭
焼
容
女
史ら一
行が
北
京
を
訪れ
てい
た
こ

と
も
あっ
て 、
台
湾か
らの
ジャ
ー

ナ
リス
ト

を

含め 、
ア
ジ
ア
諸
国か
ら
大
勢の
記
者が
北
京に

来てい
た。

A
D
Bの
総
会は 、
五
月四
日の
午
前か
ら
人

民
大
会
堂で
行わ
れ
てい
た
が 、
その
日の
午後、

天
安
門
広
場に
は
陸
続と
学
生た
ち
が
集
ま
り 、

全
国
各地で
もデモ
の
輸が
広がっ
ていっ
た。

北
京で
は
こ
の
記
念
すべ
き
臼に
市
民
を
含め
て

一
O
万人が
デモ
に
立
ち
上
がっ
たの
で
あ
る 。

しか
も 、
こ
の
五
月四
日
午
後に
A
D
B
総
会

代
表と
会
見した
鋪
紫
陽
総
曾
記は 、
学
生の
民

主
化
運
動に
理
解
を
示し、
学
生との
対
話
を
進

め
るこ
と
を
表
明した。
の
ち
に
mm
尚
昆らの
強

硬
派
矯
導
部は 、
趨
紫
陽が
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
代

表との
会
談で 、
「
学
生た
ち
は
愛
国
的
行
動
を

AUて
お
り 、
理
解で
き
る
もの
で
あ
る」
「
彼
ら

は
わ
れ
わ
れ
が
工
作の
中の
病
弊
を
改め
る
よ
う

要
求してい
るの
で
あ
る」
な
ど
と
迩べ
た
こ
と

が
運
動
を
盛
り上
げ 、
「
郡
小
平
打
倒 、
組
紫
陽

篠
護」「
李鵬
打
倒」
の
動きが
出現した
と
語っ

て 、
組
紫
陽の
五・
四
講
話こ
そ
党
中
央
政
治
局

常
務
委の
決
定や
郷
小
平
講
話お
よ
び
『
人
民日

報』
の
「
動
乱」
社
説の
精
神と
全
面
的に
対
立

す
る
もの
で
あ
り 、
一
時
下
火
に
なっ
て
い
た

「
動
乱」
を
再び
感
り上
げ
た
転
換
点に
な
っ

た

と
激
し
く
糾
淵押し
てい
る
（陳
希同
北
京
市
長の

「
動
乱
制
止と
反
革
命
暴
乱
平
定
に
関
す
る
状
況

報
告」
八一
九
八
九
年
六
月三
OB
V 、
『
人
民

日
報』
一
九
八
九
年
七
月
七
日
付） 。

しか
しな
が
ら、
学
生た
ち
は
すで
に
中
央で

部立
しつ
つ
あっ
た
飽
紫
陽
を
救うた
め
に
デモ

に
立
ち
上
がっ
たの
で
は
決し
てな
く、
鎗
紫
陽

の
側が
学
生た
ちの
民
主
化
運
動
を
意
識
して
発

言し、
行
動
しは
じ
め
た
と
受け
と
め
るべ
き
で

あ
ろ
う 。

こ
う
した
中で 、
五
月一
三
臼か
ら
はハ
ン
ス

ト
が
始
まっ
た。
「
北
京
市
高
校
（
大
学）
学
生

絶
食
請
願
団」
名
義に
よ
る
当
初八
O人
規
様の

ハ
ン
ス
ト
は
見る
間に
鉱
大
し、
波
高一
0
0
0



人
近いハ
ン
ス
ト
となっ
たの
で
あ
る
J

五
月一
三
日
以
降 、
ハ
ン
ス
ト

学
生
を
中心
と

す
る
学
潮は 、
ゴ
ルバ
チョ
フ
訪
中
を
目
前に
し

て
ま
す
ま
す
拡
大
し、
連
日 、
天
安
門広
溺は
学

4
生・
市
民の
波で
狸
まっ
た。
そ
う
した
中で 、

ゴ
ルバ
チョ
フ
曾
記
長は
五
月一
五
日
正
午 、
三

O
年ぷ
りの
中ソ
首
脳
会
談の
た
め
に
歴
史
的な

訪
中の
第一
歩を
記
した。

第
二
段
階に
おい
て
特
徴
的な
こ
と
は 、
『
人

民日
報』
の
「
動
乱」
規
定に
もか
か
わ
ら
ず 、

四
月下
旬か
ら
五
月
下
旬に
か
け
て
当
局
側は
デ

モ
の
波に
押さ
れ 、
一
歩後
退
す
る
かの
よ
うな

安
勢
を一
時
示さ
ざ
る
を
得な
かっ
た
こ
と
で
あ

る 。
先の
飽
紫
陽
講
話
も
あっ
て
学
生との
対
話

を
求め
る
方
向へ
と
戦
術
的な
配
慮を
示
したの

で
あ
るが 、
こ
れ
は
来るべ

き世紀のサミッ
ト 、

中ソ
首
脳
会
談に
備
え
て 、
何と
か
事
態
を
収
拾

し
よ
うと
してい
た
か
ら
で
あ
ろ
う 。

こ
の
間 、
四
月三
OB
に
は
組
紫
陽
総
谷
記が

北
朝
鮮か
ら
帰
国した。
組
紫
陽は 、
北
朝
鮮
訪

問
中に
電
報
を
受け、
ひ
と
た
び
自ら
「
動
乱」

規
定に
同
意
す
る
と
返
電した
もの
の 、
帰
国し

て
み
て 、
大
き
く
盛
り
上
がっ
た「
人
民の
波」

に
圧
倒され 、
彼
自
身の
態
度が
か
わっ
ていっ

6 噌’‘ー い治
い
た
が 、
世
界の
首
脳が
中
国
を
訪れ
た
と
きに

必
ず
行
うこ
の
セ
レモニ
ー
も 、
広
場を
埋め
る

デモ
隊の
た
め
に
・中止せ
ざ
る
を
得な
かっ
た。

こ
の
目 、
「
人
民の
波」
は
飯
高
潮に
速
し、
つ

い
に一
O
O
万を
趨えたの
である 。
ゴルバ
チョ

フ
の
演
説は 、
その
日の
夕
刻 、
人
民
大
会
堂で

行わ
れ
た
もの
の 、
記
者
会
見はゴ
ルバ
チョ
フ

曾
記
長の
宿
舎で
あ
る
釣
魚
台の
国
賓
館に
湯
所

を
変え
て
行わ
れ
る
とい
う

異常事態となっ
た。

五
月一
五
日の
到
務
早々

、
天
安
門
広
場で
行わ

れ
るべ
き
歓
迎
式
典が
行わ
れな
かっ
たとい
う 、

中
国に
とっ
て
致
命
的な
国
家
的
儀
威の
喪
失と

い
うハ
プニ
ン
グ
以
来 、
状
況は
ま
す
ま
す
深
刻

化し
ていっ
た。

ゴ
ルバ
チョ
フ
書
記
長一
行が
北
京か
ら
上
海

へ
発っ
た一
八
日
昼 、
李
鵬
総
理は
人
民
大
会
堂

で
王
丹（北
京
大） 、
ゥ
アル
カ
イ
シ
（
北
京
師

範
大）
らの
学
生
代
表と
会
見した
が 、
こ
の
会

見は
完
全に
決
裂した。
一
方 、
一
九
日の
皐
朝

に
か
け
てハ
ン
ス
ト

学
生た
ち
を
訪れ
た
鎗
紫
隠

は 、
一
瞬
感一仮に
むせ
ん
で 、
「
こ
こへ
来
る
の

が
還す
ぎた。
あな
た
方が
批
判す
るの
は
当
然

だ」
と
学
生た
ち
に
諮っ
たの
で
あっ
た。

こ
う
して 、
当
局の
トッ
プ
レベ
ル
に
お
け
る
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た
もの
と
思わ
れ
る 。
その
こ
と
が
五
月四
日の

飽
紫
陽
講
話に
はっ
き
りと
あ
ら
わ
れ
てい
た。

第
五
節

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
訪
中

か
ら
戒
厳
令
へ

すその
鎗
を
広
げ 、
明ら
か
にゴ
ルバ
チョ
フ
訪

中を
意
識
し、
そ
し
てこ
の
運
動が
世
界に
伝わ

るこ
と
を
意
識
して 、
勢い
を
盛
り
上
げていっ

た。遡
紫
陽・
ゴ
ルバ
チョ
フ
会
談で
は 、
中
国
共

産
党の
且響阿
倍
導
者 、
組
紫
陽
総
省
記
自
身が
重

大な
党
内
織
密
を
漏
ら
した。
そ
れ
は 、
「一
昨

年
秋の
一
三
期一
中
全
会
以
来 、
中
国に
お
け
る

全ての
重
要
事
項の
決
定は
郡
小
平に
委ね
ら
れ

てい
る」
とい
う
もの
で
あっ
た。
こ
の
瞬
間か

ら
鑓
紫
陽は
明ら
か
に 、
天
安
門広
場
を
埋め
る

数
十
万の
大
衆 、
全
国に
広がっ
た
民主
化
運
動

に
加
但
す
るこ
と
に
よっ
て 、
昨
年
秋
以
来 、
そ

の
指
導
力の
後
追
を
余
儀な
く
され
て
きた
状
況

を一
挙に
倹
回
し
よ
うと
した
もの
と思われ
る 。

あ
る
意
味で
は 、
越
紫
陽の
側か
ら
決
戦を
挑ん

だ
といっ
て
よい
の
か
も
しれな
い 。

しか
しゴ
ルバ
チョ
フ
訪
中は
皮肉な
こ
とに 、

民主
化の
旗
手
を
迎
え
よ
うと
す
る
北
京の
「
人

民の
波」
に
よっ
て 、

首脳会談の
公式ス
ケジュ

ール
が
次々
に
変
更さ
れ
る
とい
う
大
変な
混
乱

に
陥っ
たの
で
あっ
た。

翌一
七日
早
朝 、
ゴ
ルバ
チョ
フ
曾
記
長は 、

人
民
英雄
記
念
碑に
献
花
を
す
る
こ
と
になっ
て

思わ
れ 、
以
後
行
方が
わ
か
らな
くなっ
た。

そ
し
て 、
夜一一
時か
らは 、

北京市党・
政・

箪
幹郎
大
会とい
う
滋
法に
も
党
規
的に
も
依
存

しな
い

超法規的な
緊
芸
禁

李鵬総理に
よっ

て
飽
紫
陥が
欠
席の
ま
ま
招
集
さ
れ 、
党
中
央
政

治
局
常
務
委
員
会の
決
議
だ
と
し
て 、
こ
こ
で

「
動
乱」
の
鎮
圧と
平
定が
宮警固されたの
で
あっ

た。
こ
う
し
て
「
人
民の
波」
に
持され
た
李鵬 、

楊
尚昆
らの
強
硬
派は 、
つ
い
に
戒
厳
令
絡
行に

踏
み
切っ
ていっ
た。
もち
ろ
ん 、
その
背
景に
郷

小
平の
指
示が
あっ
た
こ
と
は
言・つまで
もな
い 。

一
九
日の
夜
二
時
過
ぎ 、
中
国に
戒
厳
令
施

行とい
う
情
報が
世
界に
流れ
た。
こ
の
時
点で

は
戒
厳
令の
施
行が
まだな
さ
れ
て
お
ら
ず 、
北

京
市一
O
区の
うち、
主
要八
区に
戒
厳
令が
実

際に
公
布さ
れ
たの
は
翌二
O日
午
前一
O
時だ

た
こ
と
は 、
そこ
に
大
きな
混
乱や
低
抗が
あっ

た
こ
と
を
推
測させ
た。

第
六
節

戒
厳
令
か
ら

「
血
の
日
曜
日」

ま
で

さ
て 、
第
三
段
階は
五
月一
六
日
か
ら
戒
厳
令

指
行
直
前の
五
月一
九
日
深
夜まで
だ
といっ
て

よい
だ
ろ
う 。
五
月一
五
日にゴ
ルバ
チョ
フ
書

記
長一
行が
北
京
を
訪れ 、
楊
尚昆
国
家主
席と

の
形
式
的な
会
談
を
終え
た
後 、
翌
二ハ
日
午
前

一
O
時
四
分か
ら
ま
さ
に
世
紀の
首
脳
会
談 、
卸

小
平・
ゴ
ルバ
チョ
フ
会
談が
人
民
大
会
堂で
聞

か
れ
た。
中
国の
テレ
ビ
は
今
回 、
その
局
面
を

術
展
中
継で
流
すとい
う
演
出
を
行っ
た。
こ
う

して
歴
史
的な
中ソ
首
脳
会
談が
始ま
り 、
部
小

平・
ゴ
ルバ
チョ
フ
会
談に
よっ
て 、
中ソ
関
係

は
党と
党との
関
係
を
含む
全
面
的な
正
常
化が

実
現
し
たの
で
あ
る 。

そ
して 、
その
臼の
午
後二
時か
ら 、
政
府レ

ベ
ル
の
李
捌・
ゴ
ルバ
チョ
フ
会
談が
行わ
れ 、

さ
ら
に
夕
刻か
ら
は 、
党レベ
ル
の
組
紫
陽・
ゴ

ルバ
チョ
フ
会
談が
引
き
続
き
行わ
れ
た。
しか

し、
こ
の
こ
ろ 、
屋
外の
学
生や
市
民は
ま
す
ま

指
導者の
対
応が
全
く
対
照
的な
もの
となっ
て

いっ
た
こ
とが 、
その
後の
党
中
央に
お
け
る
深

刻な
権
力
的
亀
裂
を一
等に
深化させ
た
こ
と
は

い
う
まで
もな
い 。

そ
して
翌
五
月一
九
日が
大
きな
岐
路となっ

た。
その
日の
午
後
四
時か
ら
聞か
れ
た
と
恩わ

れ
る
政
治
局
常
務
委
鉱大
会
議で
は 、
四・
二
六

「
動
乱」
社
説の
可
否
をめ
ぐっ
て
趨
紫
揚が
票

決に
破れ
た。
すな
わ
ち
五
名の
常
務
委
員の
う

ち
胡
啓
立が
組
紫
陽に
同
意
し、
李
鵬と
銚
依
林

が
反
対 、
祷
石は
そ
れ
までの
常
務
委員
会で
は

中
間
的な
立
場で
あっ
た
が 、
結
局は
強
硬
派に

与し、
品店
終
的に
は
繊
尚昆が
郡
小
平の
同
意
を

と
りつ
け
てい
る
と
して 、
強
引に
政
治
局
常
務

委に
よ
る
戒

厳令強行の
決議に
踏み
切っ
ていっ

た
もの
と
恩
わ
れ
る 。
そこ
で 、
組
紫
陽は
同
夜

八
時に
再
開さ
れ
た
政
治
局
常
務
委
広大
会
滋で

はつ
い
に
鉾
般を
申し
出た
が 、
そ
れ
は
党
中
央

を
分
裂させ
るこ
と
だ
と
して
受け入れ
られ
ず 、

そこ
で
病
気
を
理
由に
三
日
間の
休
暇
を
申し
出

た
とい
う
（
前
掲 、
「
陳
希
同
報
告」 、
参
照） 。

こ
う
して
党
中
央は
分
裂し、
情
勢は
一
挙に
深

刻
化
し
た
の
だ
が 、
実
際に
は 、
すで
に
飽
紫
陽

は
秋
祭
状
況に
ほか
れ
てい
たの
で
はな
い
か
と

こ
う
して第
三
段
階が
終わ
り 、
五
月二
O日

か
ら
六
月三
日の
流
血に
至る第
四
段
階が
閉
幕
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す
るの
で
あ
る。

こ
こ
での
問
題は 、
北
京に
成
厳
令
施
行とい

う
建
国
以
来の
事
態に
もか
か
わ
ら
ず 、
実
際に

こ
の
間 、
軍がな
かな
か
動かな
かっ
た
こ
と
で

あ
る。
戒
厳
令
施
行に
あ
たっ
て
李
鵬
総
理
は 、

「
私は 、
政
府と
党
を
代
表
し
て
戒
厳
令
を
施
行

した」
と
言っ
てい
た
が 、
こ
の
時
点で 、
す
で

に
飽
紫
陽
失墜が
明ら
か
になっ
た。

しか
しな
が
ら、
そこ
に
お
け
る
決
定
的な
誤

りは 、
鎗
紫
陽は
依
然と
し
て
合
法
的に
は
総
曾

記で
あっ
た
とい
うこ
と
で
あ
る 。
つ
ま
り 、
党

中
央
委
員
会
総
会が
開か
れで
もい
な
い
の
に 、

総
書記
で
あ
る
趨
紫
陽
を
解
任す
るこ
と
は 、
党

規
約に
照ら
せ
ば
で
きな
い
は
ず
で
あっ
て 、
い

わ
ば
郡
小
平
を
含
む
強
硬
派が
力に
よっ
て
組
紫

陽
を
追い
遂と
し
たの
で
あ
り 、
ま
さに
一
九
八

七
年一
月の
胡
耀
邦
失墜と
同じパ
ター
ン
が
再

現
し
た
と
言わ
ざ
る
を
得な
い。

中
国は 、
ゴ
ルバ
チョ
フ
訪
中が
終わ
る
やい

な
や 、
波
厳
令の
施
行とい
う
深
刻な
事
態に
立

ち
至っ
た
の
で
あ
る
が 、
事
態はな
お
予
断
を
許

さ
ず 、
学
生た
ちの
デモ
の
波は
ま
す
ま
す
鉱
大

し、
地
方
都
市に
も
広がっ
て 、

営＆－た
ちの
ス

ロ
ー

ガン
は 、
もっ
ぱ
ら
「
李
鵬
打
倒」
へ
と
収

治
え
ら
れ
る
と
ご
ろ
に
よ
れ
ば 、
一
五
万の
箪
隊

が
す
で
に
首
都
を
包
囲
し
て
い
る」
と
報
じな

が
ら
も 、
「しか
し、
戒
厳
令
は
人
心
を
得
ら
れ

ず 、
首
都の
多
数の
市
民か
らボ
イコ
ッ
ト
され

た。
：：：デモ

怠
加
者は
李
鵬を
激し

く非難し、

退
陣
を
要
求
し
た」
と
当
時の
僕
機
を
織い
てい

た。
しか
し、
五
月二
五
日
にな
る
と 、
北
京
事

区
を
飯
後に
七
大
軍
区が一
斉に
戒
厳
令
を
支
持

する
方
向に
固ま
り 、

営＆占デモ
は

滋潮期に
入っ

ていっ
た。
や
が
て
五
月二
九
日
か
ら
は
中
央
委

員
会
総
会が
早
晩
関か
れ
る
旨が
伝え
ら
れ
た。

こ
う
し
て 、
状
況は
ほ
ぼ
決
着
しつ
つ
あっ
た

の
だ
が 、
抵
抗の
記
念
碑
的シ
ン
ボル
と
し
て 、

北
京
中
央
美
術
学
院
生らが
共
同
制
作した
「
民

主の
女
神」
像
を、
学
生た
ち
が
天
安
門広
場の

一
角
に
打ち
立
て
た
五
月三
O
目 、
卸
小
平
は

「
銃
墜しで
も
よい。
一
週
間
以
内
に
反
革
命
暴

乱
を
平
定せ
よ」
と
命
じ
た
模
嫌で
あ
る。
その

よ
うな
と
き 、
六
月二
日
夜に
武
装
警
察
部
隊の

ジ
l

プ
が
暴
走
し
て
学
生・
市
民三
人が
死
亡 、

一
人が
負
傷す
る
と
い
う
事件が
起こっ
た。

翌
日の
『人
民
日
報』
は 、
た
んな
る
交
通
事

故だ
と
報じ
てい
た
が 、
こ
の
事件
を
きっ
か
け

に
六
月三
日
に
は
市
内
各地
で
学
生・
市
民と
寧

政第一編9 

品臥
していっ
た。

李
鵬 、
喬
石 、
銚
依
林 、
楊
尚
昆らの
強
硬
派

出問
導
者は
五
月二
二
日の
党
中
央の
内
部
会
議で

相
次い
で
趨
紫
陽
批
判の
講
話
を
行っ
て
体
制
を

固め
よ
うと
は
か
り 、
場
尚
昆は
さ
ら
に
五
月二

四
日の
党
中
央
軍
事
委緊
急
鉱
大
会
議でこ
の
間

の
内
情
を
詳し
く
語っ
て
強
硬
鎮圧へ
の
方
向に

必
死になっ
て
もっ
てい
こ
うと
し
てい
た。

第
四
段
階に
お
け
る
学
潮の
ピ
l

ク
は
五
月二

三
日
で
あっ
た。
こ
の
B
に
は
再び一
O
O
万人

規
僕の
デモ
に
ふ
くれ
上
が
り 、
そ
れ
は
五
月二

五
日
に
至っ
て
も
引き
続
き 、
さ
ら
に
学
生た
ち

は
座
り
込みの
続
行を
決
定
してい
る。
もち
ろ

ん 、
二
三
日
を
境に
し
て 、
成
厳
令
範
行の
も
と

で
デモ
の
鎗は
北
京に
おい
て
は
徐々
に
小さ
く

な
り 、
む
し
ろ
地
方に
広
まっ
ていっ
たの
で
あ

るが 、
こ
の
あた
りか
ら
李
鵬
総
理らが
有
利な

立
場に
立
ち
は
じめ
た
とい
え
よ
う 。

こ
の
間 、
五
月二
三
日か
ら二
四日にか
けて 、

事
態は
再び
流
動
化し、
解
任
さ
れ
た
と
伝え
ら

れ
た
飽
繁
随
総
書
記が
カ
ナ
ダ・
ア
メ
リカ

妨
問

中の
万
里
全
人
代
常
務
委貝
長の
帰国を待っ
て 、

事
態の
打
開
をは
か
る
と
と
もに 、
状
況
を
逆転

しか
ねな
い
動
きが
あっ
た
こ
と
も
事
実で
あ
ろ

の
衝
突が
起こ
り 、
や
が
て
六
月三
日
か
ら
四
日

に
か
けての
深
夜 、
天
安
門広
湯で
は一
斉に
銃

口
が
学
生た
ち
に
開か
れ
たの
で
あ
る。

第
七
節

天
安
門
の
悲
劇

一
九
八
九
年六
月三
日の
深
夜 、
つ
ま
り六
月

四
日
午
前一
時四
O
分 、
一
O
万
もの
兵
力の
人

民
解
放
軍
戒
厳
郷
隊は 、
戦
車と
装
甲
車に
守ら

れ
て
天
安
門広
場に
突入
を
開
始 、
広
岡帽にい
た

学
生や
市
民に
対
してソ
述
製
A
K
灯
突
繋
銃の

中
国
製コ
ピ
！

と
恩わ
れ
る
五
六
式
突
怒
銃
を
水

平に
向
け 、
一
斉に
銃口
を
開い
た。
こ
うして 、

「血の
日
曜
日」
と
して‘氷
速に
歴
史
に
刻
ま
れ

るべ
き
大
虐
殺が 、
全
世
界か
ら
集
まっ
てい
る

ジャ
ー

ナ
リス
ト

や
報
道
関
係
者の
目
前で
展
開

され
たの
で
あ
る。

午
前二
時三
O
分
頃にな
る
と
学
生の
自
主
放

送が 、
「い
よい
よ
録
後の
闘
争の
と
きが
来た」

と
絶
叫
し
た
けれ
ど 、
猛
り
Eっ
た
戒
厳
軍
兵
士

は
鎮圧の
手
を
ゆ
る
め
る
どこ
ろ
か
さ
ら
に
凶
暴

化
し 、
天
安
門
広
場に
学
生た
ち
が
築い
た
「
民

主の
女
神」
もつ
い
に
打ち
倒され 、
天
安
門広

場と
その
周
辺に
録
後ま
で
残っ
てい
た
勇
敢な

ぅ。
しか
しな
が
ら、
万
里は
北
京に
帰
還で
き

ず 、
上
海で
足
止め
さ
れ 、
江
沢
民
上
海
市
党
委

書
記
（前
上
海
市
長 、
現
党
総
書
記）
の
説
得に

あっ
て 、
ア
メ
リ
カ
で
発
表した
民主
化
支
持へ

の
ス
テー
トメン
ト

を
打ち
消し、
い
わ
ば
強
硬

派へ
鞍
替え
したの
で
あっ
た。
こ
の
間 、
郷
小

平が
万
里
を
直々
に
説
得した
とい
う
情
報
も
流

れ
てい
た
が 、
五
月二
五
日
を
期して
強
硬
派が

有
利な
態
勢に
立っ
て
ゆ
き 、
二
五
日に
は
中
国

の
七
大
軍
区
全
郎と 、
三
O
省・
市・
自
治
区が

戒
厳
令
を
支
持す
る
方
向に
固まっ
た。

こ
う
した
支
持
表
明が
注
目
さ
れ
たの
は 、
戒

厳
令
施
行に
もか
か
わ
ら
ず 、
五
月二一
日には 、

元
国
防
部
長で
あ
る
軍の
長
老の
徐
向
前 、
前
党

中
央
軍
事
委
副
主
席の
遜
栄
潔
ら
は 、
「
絶
対に

軍
隊
を
動か
し
て
はな
らな
い」
とい
わ
ん
ば
か

りの
強
硬な
談
話
を
発
表
し、
楊
得士山 、
張
愛
符

らの
寧の
七
長
老が 、
「
人
民の
軍
隊
は
人
民
に

絶
対に
銃
を
向
けるべ
き
で
はな
い」
等々
の
強

い
発
言
（
郡
小
平宛
曾
簡〉
に
よっ
て 、
事
態
を

打
開
し
よ
うと
し
てい
た
か
ら
で
あ
る
（『
解
放

軍
報』
一
九
八
九
年
五
月二
二
日
付 、
二
三
日

付）。
そ
し
て
中
国の
日
本
語
版
P
R
誌
『
北
京

週
報』
（一
九
八
九
年五
月三
O
臼
号）
は 、
「伝

学生た
ち
も一
O
数
径の
機
関
銃の
銃
火
を
浴び

て一
斉に
殺
害され
た。

こ
う
し
て
五
0
日
間
に
わ
たっ
て
高
錫
し
た

「人
民の
波」
は
完
全に
平
定
さ
れ
た
が 、
天
安

門広
協に
は
大
量の
血が
流れ 、
無
差
別
的に
銃 ，

態され
た
学
生や
市
民の
怒
声と
法
的鳴が
四
方八

方に
こ
だ
ま
し、
消え
ていっ
たの
で
あっ
た。

四
日
早
朝 、
中
国の
中
央
電
翌口（
テレビ
局）

の
報
道は 、
四
O
O
O人の
死
傷者と
報
じてい

た
が 、
ま
もな
くこ
の
よ
うな
「血の
日
明日」

の
真
実も 、
戒
厳
部
隊に
よっ
て
軍
事
管
制され

た
報
道
機
関か
ら
は 、
一
切
伝え
ら
れな
くなっ

たの
で
あ
る。
赤
十
字
社に
相
当す
る
中
国
紅
十

字
会の
関
係
者に
よ
れ
ば 、
こ
の
六
月四
日
早
朝

の
銃
祭だ
けで
も二
六
O
O人
前
後が
死に 、
一

万人が
負
傷した
とい
う。

身に
寸
鉄
を
帯び
ず 、
全
く
無
低
抗・
非
暴
力

の
「
平
和刊
的
請
願」
に
徹
してい
た
民
主
化
要
求

の
学
生や
市
民
を、
人
民の
軍
隊で
あ
るべ
き
人

民
解
放
軍が
無
差
別
的に
銃
懲
し、
議
甲
車や
戦

車が
述
げ
ま
ど
う
学
生や
市
民
を
ひ
き
殺すとい

う
暴
挙は 、
ヒ
ト
ラー
や
ス
ター
リン
さえな
し

得な
かっ
た
こ
と
で
あ
る 。

こ
う
し
て
郷
小
平ラ
イン
（
郡
小
平
党
中
央
軍
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事
委主
席1
李
麟
総
理｜
揚
尚
昆
中
央
軍
事
委
副

主
席
兼
お
省
長
兼
国
家主
席）
の
強
硬
派
指
導
者

は、
ま
さに
民
衆の
敵と
して
永
遠に
糾
甜押さ
れ

る
道
を
自ら
選ん
だ
の
で
あっ
た。

第
八
節

恐
怖
政
治
の
断
行

こ
の
よ
うに
して、
中
国に
は
未
曾
有の
流
血

の
悲
劇が
沼釆
さ
れ
たの
で
あ
るが、
学
生
や
市

民
を
大
量
殺
制劃した
李
鵬
政
権は、
六
月八日
夜 、

李
鵬
総
理、
王
護
国
家
副
主
席らが
戒
厳
部
隊
を

訪
問
し、
「
動
乱」
平定
を
誇
示
し
た
の
で
あっ

た。翌
六
月九
日に
は、
郵
小
平がゴ
ルバ
チョ
フ

曾
記
長との
会
議
以
来二
四
日ぷ
りで 、
中
南
海

の
懐
仁
堂に
姿
を
現
し、
戒
厳
郎
隊
幹
部
を
慰
労

し
て
「わ
が
軍
隊は
人
民の
子
弟
兵の
名に
恥じ

な
い、
国
家の
鋼
鉄の
長
減で
あ
る」
「
反
革
命

分
子を
銚
梁させ
た
ポ
ー
ラン
ド

が
一
歩一
歩
後

退した
結
果、
共
産党の
地位を失うまでに
至っ

た」
との
発
言
を
行い、
中
国で
は
絶
対に
反
対

政
党の
出
現
を
許
さな
い
こ
と 、
今
回
「
動
乱」

規
定が
い
かに
正しい
かが証
明されたこ
と等々

と
語っ
た
重
要
講
話
を
行っ
た。
な
お 、
戒
厳
令

治
計

九
月
九日む
凱
小
平
演
説は 、
ま
さに
毛
沢
東

最
高
指
示と
同
機の
重
要
演
説と
して、
こ
れ
以

降、
ぞの
学
習が
全
中
国
民
衆に
強
制さ
れ
よ
う

と
し
てい
る。
そ
うした
中で 、
今
回の
事
態の

決定
的な
担い
手で
あっ
た
人
民
解
放
軍の
機
関

紙
『
解
放
軍
報」
は、
六
月一
一
日の
社
説の
中

で、
「
邸
小
平
主
席は
わ
が
党
と
国
家の
カ
ジ
取

りで
あ
る」
と
述べ、
従
来の
郷
小
平
同
志とい

う
表
現
を
改め、
党
中
央
軍
事
餐
員
会の
主
席に

しか
す
ぎな
い
郵
小
平
を、
毛主
席と
同
じ
よ
う

に
郎
主
席と
表
現し、
鄭
小
平の
絶
対
的な
縫
威

を
称
錆
し
てい
る。
ま
た
江
沢
民・
新
党
総
曾
記

が
誕
生
した
六
月二
四
日の
『
人
民日
報』
は 、

一
面の
四
分の
三
を
さい
て、
郡
小
平の
過
去一

0
年
間の
「
語
録」
を
掲
載
してい
る。

一
連の
民
主
化運
動の
過
程で
は 、
学生・
知

識
人・
市
民に
共
感
してい
た
『人
民日
報』
も 、

今日
で
は
論
調が
一
変し、
当
局の
一
方的な
宣

伝
活
動
を
担い
つ
つ
あ
る。
人
民日
報
社は 、
今

回の
民
主
化運
動
加
担に
よっ
て
銭
李
仁
社
長 、

語
文
瑞
編
集
長が
更
迭さ
れ、
後
任
社
長に
は、

高
秋
中
央
党
学
校第
一一則
校
長、
同編
集
長に
は

郁
翠
沢
人
民
解
放
軍
総
政
治
部
宣
伝
部
長が
就
任

じ、
一
種の
軍
事
管
制が
しか
れ
てい
る 。
こ
う
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施
行と
共に 、
中
国
当
局は 、
郡
小
平の
意
向に

基づ
い
て
今
回の
一
連の
事
態
を
「
動
乱」
か
ら

さ
ら
に
激
しい
用
語で「
反
革
命
暴
乱」
と
規
定

してい
た。

こ
の
六
月九
日の
郷
小
平の
蚤場に
際しては、

李
鵬 、
同m
尚
昆、
李
先
念 、
橋
石、
主
震、
簿一

波らが
一
斉に
従ぃ、
そ
し
て
こ
の
間 、
郷
小
平

の
ワンマ
ン
ぷ
りに
批
判的だっ
た
と
思わ
れ
た

彰
良ゃ、
人
民
解
欣
事の
中で
民
主
化に
埋
解
を

示
し
趨
紫
陽と
立
幼
を
同じ
く
す
るの
で
はな
い

か
と
恩わ
れ
た
阜県
基
徐
国
防
郎
長ら
も
現れ、
強

硬
派
も
し
く
は
強
使
派に
絞
答
え
した
飯
高
幹郎

の
鋪い
踏み
に
よ
る
強権
力が
誇
示
さ
れ
たの
で

あ
る。そ

う
して
六
月
＝ニ
日に
は 、
本十
m糊
主
宰の
党

と
国
務
院の
鉾
郎
会
議が
闘か
れ 、
喬
石が
邸
小

平の
六・
九
講
話
を
伝
述
し、
車十
蹴
と
銚
依
林が

演
説
を
す
るこ
と
に
よっ
て、
「
人
民の
波」
を

鎮
圧
した
後の
中
国
共
産
党の
指
導体
制の
構
図

をかい
ま
みせ
た。
こ
の
時
点で
は
六
月二
四
日

の
中
央
委
員
会
総
会
（
第一
三
期
回
中
会
会）
で

江
沢
民が
総
得
記
に
選ば
れ
よ
うと
は、
当の
中

国
共
産
党に
おい
て
も
まだ
未
確
定で
あっ
た
に

途いな
い。

した
中で、
元
人
民日
報
社
長で
民
主
化に
理
解

を
示
した
胡
績
偉
全
人
代
常
務
委
員
も
激
し
く
批

判さ
れ
た。
その
『人
民日
報』
の
六
月一一
日

の
論
文で
は、
邸
小
平
を
「
段
高
統
帥
者」、
「
建

設と
改
革の
総
設
計
師」
と
表
現して 、
般大
限

に
礼
讃し
てい
る。

ま
さに、
錦
小
平
個
人
栄
停の
作
為
的な
宣
錫

だ
と
言わな
け
れ
ば
は
らな
い。
こ
の
よ
うな
郎

小
平
礼
讃は、
五
月二
二
日に
行わ
れ
た
李
鵬
総

理の
内
部
講話に
も
克ら
れ
た
もの
で
あ
り 、
岡山

小
平の
権
威に
必
死に
すが
ろ
うと
す
る
李
孤の

姿
を
も
浮き
彫
りに
し
てい
る
とい
え
よ
う。

こ
う
して
郡
小
平は、
ま
す
ま
す
文
化
大
革
命

時
代の
毛
沢
東と
頬
似
した
道
を
歩
も
うと
して

い
るの
で
あ
り 、
彼
自
身が
民
主
化
要
求の
学
生

た
ち
に 、
あ
れ
ほ
ど
激
し
く
糾
淵押
さ
れ
指
淵押さ
れ

た
に
もか
か
わ
ら
ず 、
毛
沢
東
同
級の
皇
帝と
し

て
君
臨
し
てい
る
姿が
そ
こ
に
見
受け
ら
れ
る。

しか
しな
が
ら、今
回 、
郎
小
平の
その
よ
うな

姿
を、？7ス
トエ
ンベ
ラl」
だ
と
多
く
の
外
国

の
報
道が
形
容
してい
た
よ
うに、
こ
う
した
卸

小
平
絶
対
化は、
毛
沢
東の
晩
年と
その
死
後
を

見る
ま
で
もな
え
やがて

彼自身の
悲劇となっ

て
あ
ら
わ
れ
るに
違い
な
い。
い
や 、
すで
に
八

い
ず
れ
に
せ
よ 、
こ
うして
事
態は
強
行に
収

姶
さ
れ、
すで
に
見た
よ
うに、
多くの
学
生・

知
識
人な
どが
一
斉に
検
挙さ
れ
は
じめ
た。

こ
こ
に
中
国は
民
主
化
運
動の
歴
史
的な
高
錫

の
後の
敗北とい
う
冷
厳な
現
実
を
迎
え 、
今日

の
恐
怖
政
治へ
と
突
入し
ていっ
たの
で
あ
る。

そ
う
した
恐
怖
政
治の
実
行
過
程に
おい
て
急

滋に
目
立ち
は
じめ
てい
るこ
と
は、
今
回の
事

態に
対
応
した
政
治
的ド
ラマ
の
m刑
務と
して
存

在
す
る
中
国の
段高
実
力
者・
郎
小
平へ
の
個
人

然
停で
あ
る。

郡
小
平その
人は
かつ
て
毛
沢
東
個
人
崇
停の

削犠
牲とな
り 、
文
化
大
革
命
期に
は
再び
失
脚し

ていっ
た。
彼
自
身が
その
よ
うな
個
人
崇
拝の

弊
害を
強
調
して
きた
存
在
で
あっ
た
に
もか
か

わ
ら
ず 、
自らの
リー
ダー
シy
プ
を
絶
対
的に

閲
守し
よ
うと
す
るその
頑
迷な
権
力
志
向が
透

に
郷
小
平その
人
を
盲
目た
ら
しめ
た
と
言わ
ざ

る
を
得な
い。
六
月九
日にゴ
ルバ
チョ
フ
との

会
議
以
来、
二
四
日ぶ
りで
北
京の
政
治
舞
台に

出
現した
郡
小
平は、
こ
の
流
血の
事
態に
対
し

て
悲
壮な
顔つ
きひ
とつ
見せ
ず 、
高々
と
笑っ

て
解
級
事
部
隊
幹
部
を
慰
問
し、
恐
怖
政
治の
徹

底
施
行を
強
調
した
演
説
を
行っ
たの
で
あ
る。

五
歳になっ
た
邸
小
平に
とっ
て、
その
日は
刻

一
刻と
迫っ
てい
る
と
言っ
て
もい
い
だ
ろ
う。

第
九
節

戒
厳
令
解
除
後
の
情
勢

一
九
八
九
年
後
半は、
中
国
天
安
門
事
件を
悲

劇
的な
代
償と
して、
東
欧共
産
圏の
内
部
的
問

峻が
始
ま
り 、
社
会
主
義世
界は
大
きな
地
殻
変

動
を
起こ
しつ
つ
あ
る。

こ
う
した
中で 、
東
欧
諸
国に
次い
でソ
迎さ

ら
に
はモ
ンゴ
ル
人
民共
和
国ま
で
民主
化
を
進

め
る
とな
る
と 、
こ
の
よ
うな
改
革
を
全
面
的に

短ん
でい
る
中
国
共
産
党の
か
た
くな
な
盗が 、

道に
浮き
彫
りに
さ
れ
てい
く
る 。
中
国
当
局は

一
九
九
O
年一
月一
一
日
を
期し
て、
北
京の
戒

厳
令
を
解
除した
に
もか
か
わ
ら
ず、
よ
り一一胞

の
恐
怖
政
治と
箪・
響
察に
よ
る
締めつ
け
を
強

化しつ
つ
あ
る。
一
方 、
地
下に
も
ぐっ
た
民
主

化の
火
は
消え
ず 、
先
般 、
中
国の
東
欧に
お
け

る
伝
大の
友邦・
チャ
ウシ£
ス
ク

体制下のル
ー

マニ
ア
が
悲
劇
的な
結
末
を
迎え 、
チャ
ウ
シェ

ス
ク
大
統
領
夫
姿が
処
刑
さ
れ
た
とのニ
ュ
ー

ス

が
V
O
A
や
N
H
K
短波
欣
送で
伝え
ら
れ
た
と

き、
あち
こ
ちの
大
学で
は
学
生た
ち
が
爆
竹
を
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鳴ら
し
て
歓
声
を
あ
げ
てい
た
とい
う 。

こ
の
よ
うな
厳
しい
状
況の
中で 、
一
九
九
O

年三
月
下旬か
ら
四
月上
旬に
か
け
て
開か
れ
た

第
七
期
全
人
代第
三
回
会
議で
は 、
李
鵬
総
理が

政
府
活
動
報
告
（三
月二
O臼）
の
中で 、
一
連

第
二
章

中
国
共
産
党

第
一
節

概

況

一
、

天
安
門
事
件
と
党
内
動
向

中
国
共
産
党は一
九
八
八
年か
ら
八
九
年
末
ま

での
二
年
間に 、
第
一
三
期二
中
全
会 、
三
中
全

会 、
四
中全
会お
よ
び
五
中全
会
を
開い
た 。
こ

の
二
年
間の
党
内
動
向
も
他の
分
野と
同じ
く 、

民主
化
運
動の
再
燃と
その
軍
事
制
圧の
両
面
を

か
か
え
る
天
安
門
事
件に
集
約
され
る 。

八
九
年四
月一
五日の
胡
級
邦
〈
前
総
書
記）

の
逝
去
を
きっ
か
けに 、
民主
化
運
動が
再
燃
し

た 。
運
動は
北
京や
上
海な
ど
八
O以
上の
都
市

に
鉱
大
し 、

民主
化
運
動と
し
て
は
空
前の
規筏

『
＼、、

の
経
済
引き
締め
政
策の
「
適
当な
緩
和」
を
鍵

案
す
る一
方 、
ソ
連・
東
欧
型の
改
革は
「
断
固

排
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い」
と
述べ
て 、
相
変

わ
ら
ずの
強
硬
姿
勢
を
示し
てい
た 。

こ
う
し
て
也由は 、
い
まや
歴史の
潮流に
まつ

に
発
展
し
た 。
運
動は
学
生・
知
識
人
を
中
絞と

し
な
が
ら、
広
範は
都
市
住
民の
共
感
と
支
持を

集め
た 。
しか
も
党
内の
権
力
確
執と
連
動
し 、

運
動に
肯
定
的な
組
紫
陽の
擁
護と
否
定
的な
郡

小
平・
李
麟な
どの
退
陣
を
公
然と
要
求しだ
し

た 。
部
小
平た
ち
は
事
態の
発
展
を
党
分
裂の
危

機と
深
刻に
う
け
と
め 、
運
動
を
「
動
乱」
か
ら

社
会
主
袋と一
党
独
裁の
現
体
制の
転
覆をめ
ざ

す
「
皮
革
命
暴
乱」
に
発
展
し
た
と
認
定
し 、
こ

れ
を
理
由
に
解
放
軍の
噂
入に
よっ
て一
気に
速

動
を
制
圧
したの
で
あ
る 。

今
回の
速
動
を
惹
起
した
婆
因や
背
景 、
運
動

の
推
進
鈴
力 、
運
動の
波
及
範
囲 、
そ
し
て
今
後

の
中
国に
あ
た
え
る
運
動の
意
義な
ど 、
ど
れ
を

こ
うか
ら
挑
戦し
てい
るの
で
あるが 、
やが
て、

その
よ
うな
虚
努もい
ずれ
の
Bか 、
内
部か
ら

崩れ
てい
くに
違い
な
い 。

（
中
抽明
嶺雄）

〔
参
考
文献〕
中
嶋
徹
雄
著
『
中
国の
悲
劇』

（
講
談
社 、
一
九
八
九
年）

とっ
て
も
党
内に
限
定さ
れ
ず 、
社
会
全
体に
及

ん
でい
る 。
し
た
がっ
て 、
天
安
門
事
件の
全
貌

の
解
明に
は 、
党
を
超え
て
社
会
全
体
を
考
察の

対
象に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ない 。

に
もか
か
わ
ら
ず 、
党の
品取官同ポ
ス
ト

で
あ
る

総
轡
記
（趨
紫
陽）
の
解
任
を
もた・り
し
た
よ
う

に 、
事
件は
党
内
動
向と
切
り
磁し
て
は
理
解で

きな
い 。
中
国
共
産
党
を
主
題に
する
本章では 、

天
安
門
事
件に
収
数
す
るこ
の
二
年
間の
党
内
動

向を
盤
理
す
る 。

二
、

転
換
期
と
「
二
つ
の
基
本
点」

天
安
門
事
件は
ま
ず 、
七八
年
末
以
来
進め
ら

れ
た
党の
路
線 、
方
針お
よ
び
政
策の
矛
盾が
も

一

治
νA

t

 

た
ら
し
た
結
果で
あ
る
といっ
て
よい 。
最大の

矛
盾は 、
「改
革・
開
放の
堅
持」
と
「
四つ
の

基
本
原
則の
堅
持」
を
並
列
す
る
「二つ
の
基
本

点」
に
あっ
た 。

、
七八
年
末
以
来 、
党は
最
重
要
課題
を
階
級
闘

争か
ら
現
代
化建
設に
転
換
し 、
その
実
現の
た

め
に
体
制
改
革と
対
外
開
放
を
推
進
し
て
き
た 。

八
七
年一
O
月に
は
第
一
三
回
党
全
国
代
表
大
会

（一
三
金
大
会）
を
聞
き 、
「
社会

主義初級段階」

論の
提
起に
よっ
て
九
年
間に
わ
た
る
改
革・
開

放の
結
果を
肯
定
的に
総
指す
る
と
と
もに 、
今

後の
全
面
改
革の
深
化に
理
論
的
正
当
性
を
あた

え
た 。
ま
た
多くの
長
老
指
導
者の
引
退
を
道
連

れ
に
邸
小
平が
「
半
分
引
退」
し 、
趨
紫
陥
を
中

心と
し
た
郡
小
平
以
後の
新
しい
指
導
体
制の
準

備が
本
格
化
し
た 。

党
総
舎
記の
組
紫
陽が
八
八
年三
月の
ニ
中
全

会
で
「こ
れ
ま
での
一
O
年
近い
猶
備は
今
後一

O
年の

持続的一発展のための
よい
条件をつ
くっ

た」
と
箔
出向し
た
よ
うに 、
八
八
年以
降に
改
箪

は
旧
体
制の
否
定と
経
済
を
中心
と
し
た
部
分的

な
新
体
制へ
の
移
行
実
験
な
ど
噂
備
期
か
ら、

「
政
治 、
経
済 、
文
化に
お
よ
ぶ」
新
旧
体
制の

「
偉
大な
全
面
的
転
換
期」
（『
人
民日
報」
八
八
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年八
月三
O日）
に
入るこ
と
に
なっ
た 。

しか
し
転
換
期に
入っ
た
か
ら
といっ
て 、
制中

備
期に
み
ら
れ
た
改
革
をめ
ぐ
る
党
内の
意
見
対

立
や
権
力
確
執が
完
全に
解
消し
た
わ
け
で
は
な

、
。た

と
え
ば一
三
金
大
会の
「
社
会
主
義の
初
級

段
階」
論は
一
O
O
年
続く
「
初
級
段
階」
に
お

け
る
改
革
深
化
を
正
当
化
し
た
が 、
改
革の
範
囲

に
「
社
会
主
義」
とい
う
限
界
を
も
設
定
し
た 。

「
社
会
主
義」
と
は
公
有
制や
労
働
に
応
じ
た
分

配な
ど
経
済
的
要
素と
と
もに 、
一
党
独
裁な
ど

「
四つ
の
基
本
原
則」
をその
内
容と
し
た 。

新
指
導
体
制は
誕
生
し
た
が 、
こ
う
した
意
見

対
立
を
中心
に
権
力穫
敏が
な
おつ
づ
く 。
し
か

も
「
半
分
引
沼地」
し
た
に
す
ぎはい
部
小
平と
居

座っ
た
長
老
抱
導
者た
ち
が 、
「
愛
情崎
聴
政
（
院

政）」
へ
の
意
欲
をい
ぜ
ん
と
し
て
姶
て
て
は
い

な
かっ
たの
で
あ
る 。
周回
策
協に
よ
れ
ば 、
八
八

年
以
後
も
「もっ
と
も
重
要な
問
題
を
処
理
す
る

頃
合 、
必
ず
郡
小
平
同
志に
報
告し 、
後の
教え

を
もと
め
てい
る」 。
こ
の
超
法
規
的
な
院
政
を

保
証す
る
決
定が 、
八
七
年一
一
月の
第
二ニ
期

一
中全
会
でつ
く
ら
れ
てい
た 。
間会
滋は
硲
密

決
議
を
採
択し 、
「もっ
と
も
重
要
な
問
題
は 、

な
お
鄭
小
平
同志の
舵
取
りが
必
要で
あ
る」
こ

と
を
確
認し
てい
たの
で
あ
る 。

こ
れ
を
要す
るに 、
一
三
金
大
会で
は
党
内の

意
見一
致は
現
代
化の
た
め
の
経
済
建
設
（「一

つ
の
中心」）
だ
けで 、
一
党
独
裁
を
綴
心
と
し

た
「
四つ
の
基
本
原
則」
と
「改
革・
開
放」
の

い
ずれ
を
優
先す
るの
か
につ
い
て
は
決
着が
付

け
ら
れ
な
かっ
た 。
そ
れ
ゆ
え 、
両
者の
堅
持は

「二つ
の
基
本
点」
と
し
て
並
列
さ
れ
ざ
る
を
え

な
かっ
た 。

三、

亀
裂
深
ま
る
党
内
意
見
集
団

八
八
年以
降
も
「二
つ
の
基
本
点」
をめ
ぐっ

て 、
党
内の
意
見は
大
き
く
四つ
に
分か
れ 、
そ

の
亀
裂は
さ
ら
に
深
まっ
ていっ
た 。

第一
は
麹
紫
簡
を
中心
と
した
改
革
派で 、
力

点を
「四つ
の
基
本
原
則」
よ
り
も
改
革・
開
放

の
深
化に
お
く 。
改
革
成
否の
基
準と
し
て
新
し

い
「二つ
の
すべ
て」
原
則
を
縫
起
し 、
「
生
産

力」
（
生産
力の
発
展に
有
利な
措
置
は
すべ
て

奨
励・
許
容
す
る）
と
「
商
品
経
済」
（
商
品
経

演の
発
展に
必
要な
手
段は
すべ
て
探
周す
る）

の
発
展
を
級
優
先す
る
姿
勢
を
明
確に
し
た 。
経

済の
安
定よ
り
も 、
高
速
度
発展が
重視された 。
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